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辻川区の文化財 

いろいろありました 

↑↑↑↑ 2 月 22 日  

旧辻川郵便局整備作業 

1 月 24 日大庄屋三木家消火訓練↓↓↓↓ 

↑↑↑↑ 3 月 14 日 観光案内板設置 

←←←←   
   
   
   

縁
の
下
の
力
持
ち 
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協
議
委
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
定
例

・
臨
時
協
議

委
員
会
で
の
報
告
・検
討
内
容
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

公
民
館
改
修

・
下
水
道
接
続
工

事
着
工
に
向
け
て
動
き
出
す
。 

② 

２
月
、
高
藤
稲
荷
の
床
張
替

・ 

枝
打
ち
、
薬
師
山
霊
園
周
辺
整
備 

③ 

３
月
、
十

一
隣
保
の
町
道(ﾛー

ｿﾝ 

横)

改
修
、
十
隣
保
の
国
道
側
溝
工

事

（
県
の
管
轄
） 

④ 

４
月
、
の
じ
菊
の
苗
配
布
予
定 

⑤ 

町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て 

    

《《《《    

当
面
当
面
当
面
当
面
のののの
予
定
予
定
予
定
予
定    

》》》》    

４
月
２
９
日(

祝) 
 

民
俗
民
俗
民
俗
民
俗    

辻辻辻辻    

      
  

広
場
広
場
広
場
広
場
ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り

（福
崎
町
主
催
） 

５
月
中
旬 

溝
普
請

溝
普
請

溝
普
請

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

辻
川
山
周
辺
整
備
事
業

辻
川
山
周
辺
整
備
事
業

辻
川
山
周
辺
整
備
事
業

辻
川
山
周
辺
整
備
事
業 

 
[

９
隣
保
担
当] 

◇◇◇◇
２
月
３
日(

火)

節
分 

年
越
祭 

◇◇◇◇
２
月
１
５
日(

日) 

初
午
祭 

 

例
年
に
も
増
し
て
の
豪
華
景
品
と

大
人
数
で
の
元
気
な
準
備
風
景
に
隣

保
の
意
気
込
み
を
感
じ
た
。
季
節
は

ず
れ
の
陽
気 

の
中
、
剪
定 

さ
れ
た
木
々 

に
囲
ま
れ
た 

お
稲
荷
さ
ん 

で
、
張
り
替 

え
ら
れ
た
床
も
併
せ
て
祝
っ
た
。 

事
業
報
告 

◆
１
月
２
４
日

（
土
） 

    

新新新新
隣
保
長
会
議

隣
保
長
会
議

隣
保
長
会
議

隣
保
長
会
議    

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～
４
月
行
事
・事
業
確
認 

④ 

平
成
２
１
年
度
祭
礼
行
事

日
程
に
つ
い
て[

９
隣
保] 

提
出
提
出
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た
要
望
要
望
要
望
要
望    

○ 

隣
保
区
分
が
わ
か
ら
な
い
。地
図

で
示
し
て
ほ
し
い
。
→
裏
面 

○ 

公
民
館
の
管
理
に
つ
い
て 

↓↓↓↓ 

お
願
い 

公
民
館
使
用
者

（
予
定

者
も
）
は
必
ず
公
民
館
入
口
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
氏
名
（
団
体
名
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
２
月
１
日

（
日
） 

消
火
訓
練

消
火
訓
練

消
火
訓
練

消
火
訓
練
及及及及
びびびび
消
火
器
販
売

消
火
器
販
売

消
火
器
販
売

消
火
器
販
売    

 

北
風
の
冷
た
い
中
、
５
０
余
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。 

消
火
器
に
よ
る
演 

習
は
１
０
名
が
実 

演
。
落
ち
着
い
て 

火
元
に
噴
射
す
る 

こ
と
、
噴
射
時
間 

は
家
庭
用
中
型
で
１
４
～
２
０

秒
で
あ
る
こ
と
等
を
学
ん
た
。 

◆
３
月
７
日

（土
）
屋
台
倉

屋
台
倉

屋
台
倉

屋
台
倉
周
辺
周
辺
周
辺
周
辺    

を
青
年
団
と

「
や
っ
こ
会
」
が
、

３
月
８
日

（
日
） 

鈴鈴鈴鈴
のののの
森
神
社

森
神
社

森
神
社

森
神
社
周周周周    

辺辺辺辺
を

「消
防
Ｏ 

Ｂ
会
」
が
下
刈 

り
を
行
っ
た
。 

◆
３
月
１
４
日

（
土
） 

旧
辻
川
郵
便
局

旧
辻
川
郵
便
局

旧
辻
川
郵
便
局

旧
辻
川
郵
便
局
（
国
登
録
有
形
文

化
財
）
観
光
案
内

観
光
案
内

観
光
案
内

観
光
案
内
板板板板
設
置
設
置
設
置
設
置
を
記
念

し
て
、
披
露
式
と
足
立
裕
美
子
先

生
に
よ
る
記
念 

講
演
会
が
開
催 

さ
れ
た
。
参
加 

者
は

「鈴
の
露
」 

の
酒
粕
で
作
ら 

れ
た
粕
汁
に
舌 

鼓
を
打
っ
た
。 

 

尚
、
旧
辻
川
郵
便
局
は
３
月
３

１
日
付
で
県
指
定
景
観
形
成
重

要
建
造
物
に
も
指
定
さ
れ
た
。
辻

川
で
は

一
昨
年
の
柳
田
國
男
生

家
に
次
い
で
２
件
目
で
、
県
下
で

は
計
４
３
件
に
な
る
。
ち
な
み
に

こ
の
指
定
に
よ

っ
て
補
修
費
は

三
分
の

一
（33

0

万
円
ま
で
）
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
そ
う
だ
。 

◆
３
月
１
４
日

（
土
） 

隣
保
長

隣
保
長

隣
保
長

隣
保
長
・・・・各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議 

 
 

町
議
選
を

一
ヶ
月
後
に
控
え
予

定
を
繰
り
上
げ
て
開
催
さ
れ
た
。 

① 

今
後
の
行
事
予
定

（上
記
） 

② 

各
隣
保
の
軒
数

（文
書
配
布

部
数
）
確
認 

③ 

町
議
選
に
向
け
て
釜
坂
道

弘
氏
後
援
会
事
務
所
開
設 

〈
予
定
〉
４
月
１
４
日(

火) 

告
示 

 
 

 
 

 

４
月
１
９
日(

日) 

投
票 

お
知
ら
せ 

寄
付
さ
れ
た
卓
球

台
を
公
民
館
２
階
に
設
置
し

ま
し
た
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 
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心
の
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り    

 
 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 
 

 

現
代
は
便
利
で
物
の
豊
富
な
時
代
で
は
あ
り

ま
す
が
便
利
な
反
面
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

 

今
日
で
は
、
「誰
で
も
よ
い
か
ら
殺
し
た
か
っ

た
。
」
と
い
う
よ
う
な
殺
傷
事
件
が
、
度
々
報
道

さ
れ
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

又
、
親
子
で
殺
人
事
件
が
起
き
る
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
詐
欺
事
件
や
孤
独
死
な
ど
社
会
は
ど

こ
か
が
狂
っ
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
な
社
会
現
象
は
、
早
期
に
改
善
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
も
人
と
人
と
の

交
流
、
「心
の
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
」
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
後
も
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 



平
成
２
１
年
度
辻
川
区
役
員

一
覧 

[

総
軒
数 

二
九
五
軒] 

 
４
月
か
ら
団
体
役
員
に

一
部
変
更

（○新
）
が
あ
り
ま
す
。
〈
４
／
４
現
在
〉 

   

区 

長 
 

釜
坂 

道
弘 

副
区
長 

 
内
藤 

政
義
（総
務
） 

会 

計 
 

新
見 
良

一 

協
議
委
員 

 

 
 
 

釜
坂 

好
隆

（環
境
） 

 
 
 

鈴
木 

智
久

（地
租
割
り
） 

 
 

田
﨑 

正
和

（広
報
） 

 
 
 

日
下 

博
義

（体
育
） 

 
 

松
田 

耕
二

（土
木
） 

 
 

松
岡 

博
子

（体
育
） 

 
 

金
井 

年
郎

（文
化
） 

 
 

高
井 

紳

一
（環
境
） 

会
計
監
査 

宮
島
勇

・
有
井
登 

隣 

保 

長

〔◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
 
 
[

軒
数] 

◎ 

１ 

戸
田 

清
浩 

[
1
1] 

２ 

三
木 

素
位 

[
1
2] 

３ 

石
本 

伸
介 

[
2
4] 

１
４ 

野
口 

雅
人 

 
[
8] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 

４ 

高
橋 

秀
尚 

 
[
7] 

５ 

中
川 

 

浩 
 
[
15] 

 
 
 

６ 

宮
島 

 

勇 
 
[
1
0] 

◎ 

７ 

笹
倉 

昌
人 
[
1
1] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

１
０ 

尾
花 

洋

一 [
50
] 

１
１ 

北
池 

洋
子 

 
[
6] 

１
２ 

駒
田 

美
幸 

 
[
8] 

◎
１
３ 

釜
坂 

好
隆 

[
1
4]
 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

◎ 

８ 

鈴
木
隆
代(

堀

一
夫)[9] 

 
 

   
 

９ 

福
永 

隆
司 

[
3
0] 

１
５ 

神
保
原
正
文 

[
11
] 

２
０ 

西
濱 

美
和 

[
13
] 

２
１ 

岡
前 

啓
祐 

[
16
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

岡
本 

 

太 
 
 
[
8] 

◎
１
７ 

吉
田 

和
弘 

[
1
2] 

１
８ 

長
田 

 

保 
 
[
11
] 

１
９ 

石
塚 

 

聡 
 
 
[
9] 

団
体
役
員

〔代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 
木
村
正

一
（第
１ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

    
   

   
宮
島 

勇 

（第
２ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

 

有
井 
登 

（第
３ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

女 

性 

部 

石
塚 
郁
子 

商
工
部
会 

古
井 
徹
夫 

農
業
部
会 

中
村 

武
嗣 

消 

防 

団 

駒
田 

 

仁 
 

○新 

青 

年 

団 

村
井 

宏
行 

小
学P
T
A
 

米
口 

八
良 

○新 

中
学P

T
A
 

瀧
井 

裕
士 

○新 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本
徳
子 

山
下
美
紀 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

駒
田
富
男 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

鈴
木
智
久 

体
育
普
及
委
員 

 
 

岡
野
晴
行 

文
化
財
協
力
委
員 

駒
田
富
男 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤
政
義 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

松
岡
博
子 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

三
木
素
位 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
島 

勇 

                     

昭
和
初
期
の
辻
川
界
隈 

第
５
回 

『
秋
の
取
り
入
れ

の
後
は
、
伊
勢
の
神
楽
（か
ぐ
ら
）
が

一
団
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
〝
ま
す

や

〟に
宿
泊
し
て
各
戸
を
お
祓
い
し

て
回
り
ま
す
。
辻
川
で
は
鈴
の
森
神

社
で
曲
芸
を
し
ま
し
た
。
肩
車
の
上

に
獅
子
が
乗
り
、
笛
、
太
鼓
で
獅
子

舞
を
奉
納
し
、
皆
、
拍
手
し
て
楽
し

み
、
も
う
す
ぐ
お
正
月
と
思
っ
た
も

の
で
す
。
ぞ
ろ
ぞ
ろ
つ
い
て
回
っ
た

事
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。 

 

夏
の
土
用
に
は
学
校
が
終
わ
る
と
、 

                     

市
川
へ
泳
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
小
石 

の
多
い
川
原
の
浅
瀬
で
ぴ
ち
ゃ
ぴ
ち 

ゃ
と

・
・
次
は
犬
か
き
で
川
の
中
程

の
軍
艦
島
ま
で
行
き
岩
に
上
り
、
往 

復
す
る
。
最
後
の
仕
上
げ
は
駒
ヶ
岩

か
ら
平
泳
ぎ
で
対
岸
ま
で
行
く
。
岩 

の
す
ぐ
下
は
蒼
く
水
は
澄
み
、
底
に 

は
小
魚
が
泳
ぎ
、
子
供
の
頃
は
天
井

ま
で
位
の
深
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
し 

た
。
友
達
と
声
を
掛
け
合
い
、
岩
の

中
程
か
ら
跳
び
込
み
、
流
さ
れ
な
が

ら
必
死
で
泳
ぎ
、
又
、

一
緒
に
対
岸 

か
ら
駒
ヶ
岩
へ
戻
り
、
何
回
か
繰
り 

                     

返
し

・
・
・
あ
ん
な
楽
し
い
思
い
出

は
あ
り
ま
せ
ん
。
』
・
・
・終
わ
り
・
・
・

 

（
原
文
を

一
部
割
愛
、
変
更
し
ま
し
た
） 

編
集
後
記 

伯
母
の
後
藤
泰
子
さ
ん
に
寄
せ
て

も
ら
っ
た
『
昭
和
初
期
の
辻
川
界
隈
』

は
い
か
が
で
し
た
か
。
年
度
を
ま
た

い
で
し
ま
い
、
少
し
間
延
び
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

昔
の
辻
川
の
賑
わ
い
と
住
民
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
少
し
で
す
が
記
録
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
［田
﨑
］。 

1９隣保担当 


